
新
春
恒
例
の
式
典
「
古
座
川

町
消
防
団
出
初
式
」
が
１
月
４

日
（
日
）
中
谷
享
輔
消
防
団
長

以
下

名
の
消
防
団
員
と
古
座

90

消
防
署
員
が
参
加
し
、
役
場
前

駐
車
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

畦
智
諭
明
神
分
団
長
の
指
揮

に
よ
り
式
典
を
と
り
行
っ
た
後
、

分
列
行
進
で
近
く
の
河
川
敷
に

移
動
し
、
団
員
ら
が
水
し
ぶ
き

を
浴
び
な
が
ら
一
斉
放
水
に
よ

る
水
の
ア
ー
チ
を
披
露
し
ま
し

た
。な

お
、
式
典
で
は
次
の
団
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称

省
略
）

和
歌
山
県
消
防
協
会

総
裁
表
彰
（
勤
続

年
）

20

班
長

三
栖

弘
三（七

川
分
団
）

団
員

村
上

薫

（
三
尾
川
分
団
）

団
員

松
尾

守
修

（
七
川
分
団
）

団
員

笹
平

光
芳

（
三
尾
川
分
団
）

和
歌
山
県
消
防
協
会

東
牟
婁
支
部
長
表
彰

副
分
団
長

小
原

周
作

（
三
尾
川
分
団
）

班
長

軸
丸

経
男

（
明
神
分
団
）

班
長

高
尾

規
明

（
三
尾
川
分
団
）

班
長

堀

泰
彦

（
七
川
分
団
）

団
員

下
山

雅
士

（
七
川
分
団
）

団
員

倉
矢

敬
範

（
七
川
分
団
）

団
長
表
彰

部
長

佃

奈
津
代

（
明
神
分
団
）

班
長

池
田

さ
と
み

（
高
池
分
団
）

班
長

寺
本

充
子

（
明
神
分
団
）

班
長

松
林

京
子

（
七
川
分
団
）
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古
座
川
町
消
防
団

出
初
式
を
盛
大
に
開
催
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７
月
下
旬
か
ら
着
工
し
て
お

り
ま
し
た
、
消
防
団
高
池
分
団

の
消
防
車
庫
が
平
成

年

月

20

12

に
完
成
し
ま
し
た
。

鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
床
面
積

は
約
１
１
０
㎡
、
駐
車
場
部
分

は
約

㎡
で
建
築
費
は
約
１

80

８
１
２
万
円
で
す
。

建
設
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
総
務
課
】

平
成

年
５
月
１
日
か
ら
戸

20

籍
法
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
謄
本

等
交
付
申
請
時
の「
本
人
確
認
」

が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
際
必
要
な
顔

写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

古
座
川
町
に
お
い
て
は
、
従

来
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発

行
手
数
料
は
５
０
０
円
で
し
た

が
、
現
在
期
間
限
定
（
平
成
20

年
４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

23

日
）
で
無
料
に
な
っ
て
お
り

31ま
す
。（
た
だ
し
、
公
的
個
人

認
証
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別

途
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
是
非

こ
の
機
会
に
つ
く
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
住
民
福
祉
課
】

識
竺

鴫
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鴫
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鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

消
防
車
庫
完
成

古
座
川
町
消
防
団
高
池
分
団

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
手
数
料

が
無
料
に
（
期
間
限
定
）

町
で
は
、
地
域
活
性
化
策
の

一
環
と
し
て
、
地
域
・
産
業
振

興
委
員
会
・
県
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
古
座
川
町
へ
移
住
を

希
望
す
る
人
達
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
際
し
貸
し
た
り
、

売
っ
て
も
よ
い
空
家
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
希
望

者
へ
紹
介
す
る
と
い
う
登
録
式

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

空
家
な
ど
を
お
持
ち
の
方
で

貸
し
た
い
、
ま
た
は
売
り
た
い

と
お
考
え
の
方
は
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。【

産
業
振
興
課
】

空
家
情
報
を
募
集
中

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
平
成
14

年
８
月
に
「
住
民
票
コ
ー
ド
通

知
票
｣
を
送
付
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
等
の
理

由
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
を
確

認
で
き
な
い
場
合
で
、
必
要
と

さ
れ
る
方
に
は
、
住
民
票
コ
ー

ド
通
知
票
を
再
発
行
い
た
し
ま

す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

【
住
民
福
祉
課
】

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
の

再
発
行
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

平
成

年

月

日
付
け
で

20

12

31

井
上
秀
隆
副
町
長
が
、
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
副
町
長
は
昭
和

年
に

47

町
職
員
に
採
用
さ
れ
、
平
成
17

年
１
月
よ
り
助
役
に
就
任
、
平

成

年
１
月
か
ら
は
副
町
長
を

19
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
ふ
る
さ
と
バ
ス

の
運
行
を
は
じ
め
数
多
く
の
業

務
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
式
で
花
束
を
受
け
取
る
井

上
秀
隆
副
町
長

井
上
秀
隆
副
町
長

退
任
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鴫

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で

65

町
県
民
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ

3 広報こざがわ2月号

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

20は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く

は
母
（
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
、
主
と
し
て

対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
方
）
に
対
し
て
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
で
該

当
す
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
住
民
福
祉
課
】

平
成

年

月
か
ら
、
公
的

21

10

年
金
に
係
る
所
得
に
対
す
る
町

県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

て
、
町
県
民
税
が
課
さ
れ
る
方

は
、
現
在
、
納
付
書
又
は
口
座

振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
制
度

導
入
に
よ
り
、
町
県
民
税
が
公

的
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

平
成

年
４
月
１
日
現
在
、

21

歳
以
上
で
年
額

万
円
以
上

65

18

の
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
お
り
、
町
県
民
税
が
課
税

さ
れ
る
方

○
対
象
と
な
る
税
額

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企

業
年
金
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の

公
的
年
金
等
の
合
計
額
に
応
じ

た
税
額
が
天
引
き（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
金
以
外
の
所
得
に

つ
い
て
の
町
県
民
税
は
従
来
ど

お
り
納
付
書
等
に
よ
る
納
付
と

な
り
ま
す
。

○
実
施
時
期

平
成

年

月
支
給
分
の
年

21

10

金
か
ら

【
財
政
課
】

納 期 限期 別税 目

平成21年3月31日

第12期国民健康保険税

第12期介護保険料

第9期後期高齢者医療保険料

納期限を過ぎると、督促手数料や延滞金が加算され
る場合があります。 【財政課】

○ 町 税 等 の 納 期 限 の お 知 ら せ ○

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

国民健康保険税の普通徴収（口座振替や納付
書で納める方法）の納期が、年１２回から年９
回に変更となります。（年税額の変更ではあり
ません。）今までは、４月の仮算定と７月の本算
定の２回に分けて、納税通知書をお送りしてい
ましたが、平成21年度から、前年の所得等が
確定した７月に、本算定として納税通知書をお
送りいたします。

なお、特別徴収（年金からの天引きで納める
方法）の該当者については、仮徴収（４、６、
８月の年金から天引き）、本徴収（１０月、１２月、
２月の年金から天引き）が行われます。

納 期 限期 別

※保険税の納付はありません。

（納期がなくなりました。）

４月
５月
６月

7月31日１期（本算定）７月
8月31日２期（ 〃 ）８月
9月30日３期（ 〃 ）９月
10月31日４期（ 〃 ）１０月
11月30日５期（ 〃 ）１１月
12月25日６期（ 〃 ）１２月
1月31日７期（ 〃 ）１月
２月 末日８期（ 〃 ）２月
3月31日９期（ 〃 ）３月

平成21年度以降（変更後）

※納期限日が土・日曜日、祝日等に該当する

場合は、翌日になります。 【財政課】

国民健康保険税の納期の変更について
薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠
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遊
休
農
地
の
長
期
活
用
を
支
援
し
ま
す

識
竺

鴫
鴫

鴫
鴫
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鴫
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鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

休
耕
地
や
柚
子
園
等
を
借
り

受
け
て
、
長
期
的
な
農
業
経
営

を
行
う
担
い
手
等
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

①
交
付
対
象
者

６
年
以
上
の
維
持
管
理
を
お

こ
な
う
農
業
者
等

②
交
付
対
象
要
件

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域

内
の
樹
園
地
（
柚
子
等
）
又

は
、永
年
生
作
物（
し
き
み・

千
両
等
）
を
生
産
す
る
農
地

（

ａ
以
上
）
を
６
年
以
上

10
借
り
て
維
持
管
理
す
る
こ
と

③
補
助
金
単
価

ａ
（
１
反
）
当
り
２
万
円

10（
初
年
度
の
み
）

※
申
込
期
限

平
成

年
３
月

日

21

20

※
そ
の
他
詳
し
い
事
は
、
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
産
業
振
興
課
】

明
神
診
療
所
の
森
田
裕
司
医

師
が
、
地
域
の
保
健
福
祉
事
業

に
積
極
的
に
関
与
し
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
平
成

年
20

度
全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

森
田
医
師
は
大
阪
市
内
の
勤

務
医
を
経
て
、
昭
和

年
に
明

62

神
診
療
所
に
着
任
以
来
、
山
間

地
で
あ
る
当
地
域
の
住
民
の
健

康
保
持
及
び
生
活
安
定
の
た
め

に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
地
域

医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進

を
包
括
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
核
医
療
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
診
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

森
田
医
師
は
、
表
彰
の
場
で

『
地
域
住
民
が
喜
ん
で
く
れ
る

医
療
の
実
践
と
積
極
的
な
往
診

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

「
先
生
、
私
が
死
ぬ
ま
で
お
っ

て
や
。」と
住
民
の
方
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
言
葉

と
今
回
の
表
彰
を
励
み
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
健
康
の
た

め
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。』と
表
彰
者

名
を
代

67

表
し
て
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

【
住
民
福
祉
課
】

表
彰
を
受
け
る
森
田
医
師（
右
）

『
住
民
の
健
康
の
た
め
に
』

明
神
診
療
所

森
田
医
師
表
彰
受
け
る

平
成

年
４
月
よ
り
、
被
保

21

険
者
の
皆
様
に
、
保
険
料
納
付

実
績
や
年
金
額
の
見
込
み
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
個
人
情
報
を
分

か
り
や
す
く
記
載
し
た
『
ね
ん

き
ん
定
期
便
』
を
送
付
す
る
予

定
で
す
。

○
送
付
対
象
の
方

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被

保
険
者

○
実
施
時
期

平
成

年
４
月
～

21

○
送
付
周
期

毎
年
の
誕
生
月

○
内
容

年
度

21①
年
金
加
入
期
間（
加
入
月
数・

納
付
済
月
数
等
）

②

歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実

50績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
。

歳
以
上
の
方
に
は
、『
ね

50ん
き
ん
定
期
便
』
作
成
時
点

の
加
入
制
度
に
引
き
続
き
加

入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金

見
込
額
。
な
お
、
既
に
年
金

受
給
中
（
全
額
停
止
中
も
含

む
）
の
方
に
は
年
金
見
込
額

は
通
知
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険

者
負
担
分
累
計
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
、
被
保
険
者
資
格

取
得
・
喪
失
年
月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間

の
月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
・

賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間

の
月
毎
の
保
険
料
納
付
状
況

（
納
付
、
未
納
、
免
除
等
の

別
）

年
度
以
降

22・
①
～
③
に
つ
い
て
、
更
新
し

通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
⑤
及
び

⑥
に
つ
い
て
、
直
近
1
年
分
を

通
知
し
ま
す
。

・
節
目
年
齢
時
（

歳
、

歳
、

35

45

歳
）
の
方
々
に
対
し
て
は
、

58
年
度
と
同
内
容
を
更
新
し
て

21通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

田
辺
社
会
保
険
事
務
所

（
０
７
３
９
倆
２
４
倆
０
４
３

２
）

【
住
民
福
祉
課
】

『
ね
ん
き
ん
定
期
便
』

平
成

年
４
月
か
ら
送
付

21


